




〇遊び場まんでい（富里市） 、

回庄の平野希さんと養蜂家ではちみつ料理研究家の平野篤さんが夫婦

＿人三脚で営むコミ ュニティカフェです。自宅の和室二間をリフォ ー ム 、

彫刻欄間はそのままに、漆喰の壁やミシン台をリメイクしたテ ーブルなど、どの席

も素敵に演出され、木の温もりと暖色の灯りが店内をやさしく包みます。毎週水

曜日は、ご主人の篤さんが料理の腕を振るいます。なかでもピザは大人気！生地

を伸ばす際のフライング では、お客さんが掛け声で加勢するなど一体感も生ま

れます。また、採蜜したはちみつを活かした料理やスイー ツも自慢のメニューで

す。店内では、遊び道具をテ ー ブルに広げる子ども達やオムライスとパスタに舌

鼓を打つ親子連れ、希さんとの会話で笑い声が絶えないグループなど、子どもか

らシニアまで多世代の来店者が居心地よく過ごしています。「遊び場まんでい」は
食事はもちろん、人と人とが繋がる場であり、希さんがそれぞれに寄り添い、笑っ

たり、見守ったり、皆が互いに思いやることのできる家族のような空間です。

＊カッサータ（クラッカー 付き）
¥450（ドリンク付き¥850)
シチリア島発祥のアイ スケ ー

キ。クリームチーズ、ヨ ー グルト 、
レ ーズ ン、クルミ、レモン果汁、
富里産甘酒を使用、仕上げに生
はちみつをかけたオリジナルで
す。ザクッとした食感に色々な
具材が美味しさを運びます。

＊はちみつピザ¥1、000
手ごね生地にモッツァレラチーズと
生はちみつをたっぷりかけた水曜
日限定のメニュー。
甘さ際立つはちみつに自然の恵み
を感じます。
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otamaya cafe（酒々井町）、
国 R酒々井駅東口徒歩約1分の立地に1乎むカフェ。店主の小堀長範さんが切

り盛りしています。店名のtamayaは開業にあたり巡り合えた人達の「たま

わりもの」、努力や苦労、大切なものの「たまもの」の気持ちが込められています。

料理は温かいままで味わって貰えるよう鉄スキレットを使用。鉄鍋ごと提供され

熱々でいただくことができます。定番メニュー の「ハンバーグランチ」は、存在感の

ある牛豚肉ハンバーグとニンニ クが効いた醤油ベー スのソ ー スが食欲をそそりま

す。14:00からは名物のパンケ ーキタイム！常時5種類を取り揃えており、注文後

に生地から作りじっくり焼き上げるため約20分を要します。鉄鍋にせりあがるパリ
パリ食感の生地をお楽しみください。そのほかにも、旬の果物を使ったデザー トメ

ニューが充実！甘いものが好きと話す店主自慢のスイー ツをご賞味ください。

＊ハンバー グ ランチ
¥1,550 200gの

ハンバー グと季節野
菜、スープ、ご飯、ド
リンク付き。野菜は
主に地域の生産者
から仕入れ、 コ ー

ヒ ー は東金市の自＊パンケーキ「オリジナル」 ¥800（バニラアイス添え
家焙煎珈琲「DECO」 ¥900)濃厚ホイップバター、レモン、きび糖のシロップ

のスペシャルテイコー ヒー、コー ヒーガソプとデザー ト皿は酒々井で味の変化をお楽しみください。
町に工房を構える今井梨絵さんの器を使用しています。 7月には桃のコンポー トのせパンケーキも登場！
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脈管および透析専門医の経験豊富な医師と親切なスタッフが、アットホームな雰囲気で、皆さまのお悩みに向き合い
ます。頸部・胸腹部・四肢の動静脈の疾患（動脈硬化・下肢静脈瘤・静脈血栓症・リンパ浮腫・透析シャント血管）を
専門にしております。日帰り治療として、下肢静脈瘤には、血管内焼灼術、医療用接着剤によるグルー治療や硬化療法を、
透析シャントには血管拡張術を、いずれも傷跡がなく痛みの少ないカテーテ）Ii,台療で行っております。

佐倉市西ユーカリが丘
6-12-3 
イオンタウンユーカリが丘
西街区2F

ff043・463・7711 http://www.yukari-kekkan.jp/ 

～ドクター •ラオシーの夢うつつ～ ［その三十二】
なさけ

大学を卒業してゆく若者たちに、ラオシー先生は、男の情の話を
くろうほうがんよしつね

しました。平家を滅ぽした源氏の総大将、九郎判官義経一行は、
みなもとのよりともうと とがしさえもん

兄の源頼朝に疎ま れ、逃酎子の末、加賀の国、晏患の関守、富樫左衛門
つえ

に尋問されます。山伏を装った武蔵坊弁慶が、主君義経を杖で打ち

すえてまで疑念を晴らそうとする姿に、富樫は胸を打たれ、義経一行

を見逃すのです。富樫から酒を振る舞われた弁慶は、返礼の舞を

踊り、義経の後を追って花道へ去ります。富樫は、閉じた扇子を
おはこ かんじんちょう

高くかかげて無事を祈るのです。歌舞伎十八番の勧進帳でしたね。
（つづく）

DIGITALSTaDの連載記事で【その一】からご覧いただけます






